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UNEPFI:
「サステナブルファイナンス」の先導役

UNEP Finance Initiative,
leading the way for sustainable finance
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漸く、整ったサスサステナブルファイナンスの三本柱

3 Pillars of Principles for Sustainable Finance
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2019 
銀行・Banking

2012 
保険・Insurance

2006
投資・Investment



歴史を変えた「受託者責任」の見直し
Review of Fiduciary Duty opened the door for sustainable finance 
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ESGを考慮することは
受託者責任に違反しない
Clearly permissible and 
is arguably required
October 2005

かつてはESGは
違反だった！

Illegal!

ESGを考慮しないこと
は受託者責任の違反
Failing to consider ESG is a 
failure of fiduciary duty

受託者責任に求められ
るインパクト
Sustainability Impact 
as fiduciary duty



「パリ協定」と「SDGs」
２つの国際協定を業務指針に取り込んだ銀行の決意
Bank’s decisive action toward Paris Agreement and SDGs

原則1 ：パリ協定 (Paris Agreement) とSDGsとの戦略上の

整合性 (Strategic alignment)

原則2： インパクト (Impact) の特定および目標設定

• 2019年9月
• 国連本部にて発足
• 200+の銀行が署名
• 総資産額 US $56tn

(Dec 2020現在）
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Principles for Responsible Banking



2050ネットゼロへの挑戦ー①
Challenge for Net Zero 2050
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• 炭素集約的ポートフォリオへの断固たる行動をとる。
• ２℃～1.5℃に向けた中長期目標を設定・公表する
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• 2050年までに二酸化炭素ネット排出量をゼロにするシナリオと整
合性のある投資ポートフォリオを実現することにコミットするイニ
シアティブ

• 機関投資家31機関 (AUM$5tn）が加盟 (2020年8月3日)

2050ネットゼロへの挑戦-②
Challenge for Net Zero 2050 



広がる「サステナビリティ」の波紋

Sustainability ＠ the Center of Finance
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資産運用の「サステナビリティ宣言」
Sustainability Declaration in Investment Management

BlackRock: Larry Fink・CＥO

昨年1月：Climate risk is investment risk。
fundamental reshaping of finance

昨年10月：「資金配分の転換の波が津波のように押し寄せいる。

10年以内に全てをサステナビリティで判断
する時が来る」

昨年12月：「アラディン・クライメット」のサーヴィス開始

⇒気候変動がもたらす損失を予測
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TCFDの全面義務化
TCFD to become mandatory 
英国・金融行為監督機構
（Financial Conduct Authority)

・２０１２年の金融危機を機に創設。英国の

すべての金融機関の行為と健全性の

規制を行う。

「気候関連財務情報開示タスクフォース

（TCFD）に準拠した

気候変動リスクの開示を求める

・今年１月：ロンドン証券取引所上場企業

（プレミアム区分）

・２０２５年：英国経済全体で完全義務化
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ビジネス戦争の様相を呈し始めたネットゼロ

Net Zero as a business chance
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Game Changerを狙う国家の競争

加速するエンジン車販売禁止の前倒し：
2050年：2015年10月、「トヨタ環境チャレンジ2050」

⇩
2040年：2017年、仏、英両国がエンジン車の販売禁止

⇩
2035年：2020年2月、ジョンソン首相、5年前倒し

⇩

2030年：同年11月：ジョンソン首相、更に5年前倒し

ガソリン、ディーゼルはNo. HVは35年からNo
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「カーボンマイナス」まで登場
Carbon Negative introduced by Microsoft

マイクロソフト：2020年1月16日

2030年までに、CO2排出を実質マイナスに

2025年：RE100%
革新的技術へ１０億㌦投資

2050年までに、７５年創業以来の

CO２排出と同量を削減

Official Microsoft Blog
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RE100%が、ビジネスの条件に
as a business prerequisite
Apple:ティム・クックCEOとリサ・ジャクソンVP

NHKTV
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企業の存在意義が問われている

What is the purpose of a company?
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「株主第一」から、「社会第一」へ
From “shareholder first” to “society first”
2019年8月19日： 米Business Roundtable

ダイモンCEO（JPMorgan・Chase)
ゴースキーCEO（J&J)他計181名

企業の原則的目標

Purpose of corporate：
株主への経済的リターンを生むため

↓
顧客、働く人、サプライヤー、地域社会等のため
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ステークホルダー資本主義の登場
Emergence of “Stakeholder Capitalism”
フランス：「使命を果たす会社法」制定

2019年5月、「企業の成長、変革のための行動計画法

・利益追求だけでなく、社会的責任や環境への配慮
社会や環境に関わる目的が会社目的と整合することを定款に明記する

今年6月26日：DANONE、
株主総会で定款変更して第1号

E・Faber(会長／CEO):
人や自然を大事にする
ステークホルダー資本主義
の時代に繁栄する企業を目指す
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問われる日本の金融の存在意義

The very existence of Japanese financial 
industry that matters
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日本の金融の「戦略的存在意義」とは？
Strategically significant existence of Finance in Japan?

「ネットゼロ」は、世界で過去最大級の社会改革を

引き起こす。 Net Zero brings maximum scaled social  
reform in the world.

⇩
無論、日本もその例外ではない。

Japan is not an exception
⇩

その中で、社会の基礎的インフラとしての

日本の金融の果たすべき役割とは？ What is expected 
for finance as a basic social infrastructure in Japan?
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Thank you for your attention.
Change Can Happen

インド門／デリー CNN
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